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あらまし  本稿では，住所情報を含むデジタルドキュメントを，直感的なインタフェースで扱うことのできるシ

ステムとして，空間ドキュメント管理システム（SDMS: Spatial Document Management System）を提案する．SDMS
は，ドラッグ＆ドロップという簡単な操作で，即座に，ドキュメント中の住所情報を，点として地図上に表示す

ることができる． SDMS では，非定型の一般的なデジタルドキュメントから，住所情報を抽出し，アドレスマッ

チング技術を利用して POI（Point of Interest）を生成し，地図上に表示する．SDMS を用いることにより，多くの

一般的なユーザが，簡単に，デジタルドキュメントを空間的に整理し，地図化することが可能となる．  
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1. はじめに  

近年の位置情報関連技術の進歩は目覚しい．位置測

位技術の発達，GPS 搭載携帯電話の普及，位置情報サ

ービスの高度化，地図 API の公開，Web コンテンツへ

の緯度経度情報の埋め込みなど，位置情報を扱う様々

な枠組みが整ってきている [1,2,3,4]．緯度経度という

絶対的な位置情報は，こうしたサービスを支える基盤

となる情報であるが，多くの人にとっては，ただの数

字の列にしか見えないため，必ずしも人間にやさしい

表現とは言えない．それに対して，住所や地名などの

位置情報は，そのままでは地図に表示することはでき

ない間接的な表現であるが，人間の理解しやすいもの

である．日常的に利用される自然言語による表現は，

コミュニケーションにおいても効果的であり，案内文

書，報告書，店舗一覧，施設一覧，光化学スモッグ発

生情報など多くのデジタルドキュメント上で利用され

ている．今後，緯度経度のような  “直接位置参照情報 ” 
が目に見えない形で埋め込まれたドキュメントが増え

ていくことは容易に想像できるが，依然として，住所

や地名などの  “間接位置参照情報 ”を含む様々なドキ

ュメントが，多くの場面で利用されていくことは間違

いない．本研究では，こうした住所や地名などの位置

情報を含むデジタルドキュメントを「空間ドキュメン

ト」と呼ぶ．インターネット上の Web ページ，メール

の添付ファイル，自分のコンピュータの中のファイル

など様々な空間ドキュメントが存在する．そのファイ

ル形式も，HTML，Word，Excel，TEXT など多様であ

る．  
本稿では，一般ユーザが日常的に利用している，こ

のような多種多様な空間ドキュメントを，容易に管理，

検索，地図化できるツールとして，空間ドキュメント

管理システム（Spatial Document Management System，

以下 SDMS と呼ぶ）を提案する．SDMS は，ドラッグ

＆ドロップという単純な操作で，住所や地名などを自

動的に抽出し，緯度経度を算出して，Point of Interest 
（POI）として地図上に表示することができる．SDMS
を用いることによって，インターネット上やパソコン

内に存在する様々なドキュメントを空間的に整理し，

把握することができる．また，地域行政，保健医療，

公衆衛生，危機管理などの現場において，こうした場

所情報を含むドキュメントは，貴重な情報源であるに

も関わらず，地図化する簡易な手段がなかったために，

死蔵されている場合も多く，空間ドキュメントを扱う

ことのできる SDMS に対する潜在的なニーズは高いと

考えられる．  
以下，本稿では，2 章で関連研究を挙げ，提案シス

テムの位置付けについて述べた後，3 章で提案システ

ムの説明を行う．4 章では，動作例を説明した後，考

察と今後の課題を述べる．最後に，5 章でまとめを行

う．  
 

2. 関連研究  
2.1. 地理情報システムとの比較  

住所，地名，郵便番号などの間接位置参照情報を緯

度経度などの直接位置参照情報に変換することをジオ

コーディング（ geo-coding）と言う．住所を緯度経度

に変換する処理は，特に，アドレスマッチングと呼ば

れる．それに対して，ドキュメント中から住所や地名

な ど の 地 理 情 報 を 抽 出 す る こ と を ジ オ パ ー ス

（geo-parse）処理と呼ぶ．  
空間情報を管理できるシステムとして地理情報シ

ステム（GIS: Geographic Information System）[5]がある．

GIS は，様々な空間情報の管理，解析，統合，可視化

を行うことのできる便利なツールである．ジオコーデ

 



 

ィングは，GIS 分野でも古くから重要な課題であり，

現在では，商用のサービス，あるいは，フリーの API
を介してジオコーディングサービスを利用できる．既

存の GIS では，入力データとして表として整理された，

すなわち構造化された空間データを必要とする．多く

の研究者は，GIS を利用する前に，緯度経度を含む表

形式のデータを作成する必要がある．元データが住所

である場合には，CSV などの表形式で住所情報を整理

した後，ジオコーディングサービス（例えば，CSV ア

ドレスマッチングサービス [6]）を利用することにより，

緯度経度の付与された構造化された空間データを準備

することができる．このように GIS では，GIS を利用

する前の手順が，住所情報の収集・抽出も含めて，非

常に手間のかかる仕事となっている．  
空間ドキュメントのファイル形式は，HTML，Word，

Excel，TEXT など多様であり，半構造や未構造の空間

データである．既存の GIS では，構造化された空間デ

ータを必要とするため，こうした非定型（半構造ある

いは未構造）のドキュメントを，そのままの形で直接

扱うことはできない．多数のドキュメントを対象とす

る場合，ドキュメント中に多数の住所が含まれている

場合には，大量の住所情報を手動で抽出し，構造化デ

ータとして整理するのは現実的ではない．  
本稿で提案するシステムでは，空間ドキュメント中

から住所を抽出して，緯度経度に変換し，地図上に表

示できる必要があるが，空間ドキュメントに対するこ

うしたジオコーディングとジオパースの処理を，ユー

ザの手を返さず，自動化できると望ましい．また，GIS
は，高度な機能を持つため，専門家にとっては強力な

ツールとして利用できるが，その反面，一般のユーザ

が操作を習得するためには訓練が必要であり，日常的

に使いやすいものとは言えない．  
 
空間ドキュメントを管理するためのシステムの要

件としては， (a)種々の形式のファイルを扱えること，

(b)非定型のドキュメントから自動的に住所を抽出し

て緯度経度を算出できること，(c)算出した緯度経度情

報をドキュメント中に埋め込むこと，それに加えて，

(d)それらの処理を簡単な操作で実行できることが必

要である．  
 

2.2. 住所情報の抽出とドキュメントの構造化  
本研究では，住所情報を抽出するために「住所地名

テーブル」を作成し，ドキュメント中の文字列とテー

ブル内の地名語とを比較することでジオパース処理を

行っている．WWW 文書から住所情報を抽出し，文書

を構造化したり，地理情報を付与（geo tagging）した

りすることで，位置指向の検索やコンテンツの整理が

可能となる [7,8,9]．Amitay らは，地名辞典（gazetteer）
を利用して，Web コンテンツを地名語（place name）
と関連付ける手法を提案している [7]．横路らは，WWW
文書のための位置指向検索手法を提案しており，文書

中から住所情報を抽出し，文書の構造化を行っている

[8]．その際，住所名を辞書に加えて形態素解析を行い，

各形態素を住所辞書と比較することで，住所抽出を行

っている．住所辞書には，都道府県名，市区町村名，

町字などを単独もしくは上位の住所階層からの省略の

ない形で登録している．そして，住所を正しく抽出す

るために，「都道府県名から省略なく正確に記述されて

いる」，「都道府県や市区など住所を明確に示す接尾辞

がついている」などのルールを適用することで，住所

抽出の精度を向上させようとしている．形態素解析の

みを利用する住所抽出では，その精度が辞書に登録さ

れている住所情報に依存し，登録された文字列が長い

と検索漏れが生じ，文字列が短いと住所認識の精度が

下がる可能性がある．長屋らは，国土交通省の提供す

る「街区レベル位置参照情報」 [10]に基づいて，住所

抽出のためのキーワードを生成し，キーワード群の状

態遷移表を用いて文字列マッチングを行っている [9]．
ただし，キーワードとしては，「丁目」以降が削除され

た住所文字列を選択し，「丁目」以降の文字列は構文解

析によって処理している．一般的なドキュメントに含

まれる住所情報では，上位の住所階層が省略されてい

ることが多いため，そういった住所情報を漏れなく抽

出できることも重要である．地域行政，地方自治体，

地域ポータルといった対象を考えると，上位階層の住

所表記は省略される可能性が高い．本研究では，文字

数の比較的短い住所文字列をテーブルに登録すること

で住所抽出の再現率を向上させ，アドレスマッチング

の変換結果の精度に基づいて最終的な住所判定を行う

ことで住所抽出の精度を向上させようとしている．  
さらに，最近では，GeoRSS[3]や Microformats [4]な

ど，ドキュメント中にタグを用いて属性情報を埋め込

む枠組みについての議論が行われている．住所や地名

などを属性としてドキュメント中に埋め込み，ドキュ

メント中のオブジェクトと関連付けることができれば，

その位置情報を活用して様々な応用が期待できる．本

研究においても，ジオパース処理とジオコーディング

の結果である位置情報をタグの属性としてドキュメン

ト中に埋め込むことで，ドキュメントの管理や POI の
検索を行う．位置情報タグを用いてドキュメントを半

構造化する手法については，先行研究 [11]においても

提案し，プロトタイプシステムの実装を行っているが，

本稿では，よりユーザビリティの高いシステムの実現

を目指す．  
 

 



 

3. 空間ドキュメント管理システム (SDMS)  
3.1. 人間中心型システムとしての設計  

本研究は，既存の GIS のような専門家が利用するツ

ールではなく，一般のユーザが日常的に利用できるツ

ールの開発を目指している．基本的な設計方針は，次

の通りである．  
• ファイルのドラッグ＆ドロップという単純か

つ直感的な操作によって，ドキュメントの入力

を簡単化する  
• 入力された非定型のドキュメントに対して，自

動的に，住所を抽出し緯度経度に変換する仕組

みを開発する  
• 抽出した緯度経度情報を，タグを利用してドキ

ュメント中に埋め込むことで，空間ドキュメン

トの管理や検索に役立てる  
空間ドキュメントに対するジオコーディングを自

動的に行うためには，ジオパース機能が不可欠であり，

ジオコーディング機能と連携させる仕組みが必要であ

る．本稿では，ジオコーディング機能そのものについ

ては，既存のサービスを利用するものとして，ジオコ

ーディングのインタフェースとなる部分に焦点を当て

る．当然のことながら，提案システムのジオコーディ

ングの性質や性能は，利用するジオコーディングサー

ビスに依存するが，人間中心型のシステムを開発する

ためには，ユーザとインタラクションを行う部分と，

ジオコーディングプロセスとの仲介を行う部分の設計

も重要である．  
 

3.2. システム構成  
図 1 に，SDMS のシステム構成を示す．  

 
図 1: システム構成  

 
SDMS は，ドラッグ＆ドロップされたドキュメント

から住所を抽出し POI に生成する部分（POI 生成部），

抽出した POI をレイヤーとして管理する部分（レイヤ

ー管理部），POI レイヤーと背景地図を描画する部分

（地図描画部）などから構成される．POI 生成部は，

ネットワークを介してリモートのアドレスマッチング

サーバと通信することにより緯度経度変換を行う．地

図描画部は，リモートの地図データサーバから要求し

た縮尺の地図画像データを取得し，背景地図として表

示する．その他，レイヤー管理された POI に対する検

索機能とエキスポート機能を持つ．  
 

3.3. 処理の流れ 
次に，SDMS における処理の概略（図 2）を説明す

る．  
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図 2：処理の流れ  

① ファイルアイコンをドラッグ＆ドロップするこ

とにより，ドキュメント（original document）を

SDMS に入力する．この際，複数のドキュメント

を含むフォルダアイコンをドラッグ＆ドロップ

することにより，複数のドキュメントをまとめて

入力することも可能である．  
② SDMS は，入力されたドキュメントから，不要な

情報を除去して，プレインテキスト（plain text）
を生成する．例えば，HTML ドキュメントを対象

としている場合は，そこに含まれる HTML タグを

取り除く．  
③ プレインテキストを先頭から走査し，住所候補を

見つけるごとに，その住所候補文字列をアドレス

マッチングサーバに送信する．この部分の処理の

詳細については，3.3.4 にて説明する．  
④ アドレスマッチングサーバは，送信された文字列

 



 

に対してアドレスマッチングを行い，緯度経度情

報を生成し，SDMS に返信する．   
⑤ アドレスマッチングが成功した場合には，プレイ

ンテキスト中の該当する部分に，タグを埋め込み，

緯度経度 と ともにサ ー バより返 信 された情 報

（3.3.1 参照）をタグの属性として埋め込む．サー

バに送信した文字列が住所でない場合や変換結

果の精度が十分でない場合には，タグの埋め込み

を行わない． SDMS は，このタグ付けされたテキ

スト中の各タグの属性情報を POI として管理する．

複数のドキュメントがドラッグ＆ドロップされ

ている場合には，各ドキュメントが一つのレイヤ

ーとして管理され，各ドキュメント中の POI の集

合が別々のレイヤーとして管理される．SDMS は，

この空間タグ付けテキスト（ spatial tagged text）
の集合を POI のデータベースとみなして，POI に

対する種々の操作を行う．  
⑥ SDMS は，空間タグ付けテキストを参照し，生成

された POI を点分布として地図上に表示する．背

景地図は，ネットワークを介してリモートの地図

サーバから取得される．フォルダアイコンがドラ

ッグ＆ドロップされた場合には，各ドキュメント

中の POI がすべて地図上に表示されるが，ドキュ

メントごとに異なる色のアイコンとして表示さ

れる．  
 

3.3.1. シンプルジオコーディング実験  
SDMS は，アドレスマッチングサーバとして，東京

大学空間情報科学研究センターで運用している「CSIS
シンプルジオコーディング実験 [12]」を利用している．

シンプルジオコーディング実験は，日本語で記述され

た住所・地名・駅名・公共施設名を緯度経度に変換し，

結果を XML 形式で返す実験的なサービスとして運用

されており，SDMS では，住所候補を緯度経度に変換

するために利用する．国土交通省より無償で公開され

ている「街区レベル位置参照情報 [10]」をアドレスマ

ッチングのためのテーブルとして利用しているため，

変換精度は街区レベルまでであるが，無料で利用でき

るサービスとなっている．さらに，表記の揺れや省略

に強いといった特徴も持っているため，SDMS も同様

の利点を持つ．より詳細な号レベルの精度を持つ有償

のサービスもあるが，非常に高価であり，対象地域が

広がるほどコスト負担も大きくなる．多くのユーザに

よる利用を考えると，街区レベル位置参照情報に基づ

くマッチングは，現時点での望ましい選択肢と言える． 
シ ン プ ル ジ オ コ ー デ ィ ン グ 実 験 は ， REST

（Representational State Transfer）サービスとして実装

されており，住所候補文字列を含むクエリを送信する

と，アドレスマッチングの結果を XML 形式で返信す

る．例えば，「千葉県柏市柏の葉 5-1-5」という文字列

を送信すると，次の XML が返される．  
 

<?xml version="1.0" encoding="EUC-JP" ?>  
<results> 
<query>千葉県柏市柏の葉 5-1-5</query>  
<geodetic>wgs1984</geodetic>  
<iConf>5</iConf>  
<converted>千葉県柏市柏の葉 5-1-</converted>  
<candidate> 
<address>千葉県 /柏市 /柏の葉 /五丁目 /１番</address>  
<longitude>139.935455</longitude>  
<latitude>35.901711</latitude>  
<iLvl>7</iLvl>  
</candidate> 
</results> 
 
図 3：シンプルジオコーディングによる住所変換結果  
 
 <query> は送信文字列を表し，<converted>は送信文

字列の中で変換に成功した文字列を表している．

<iConf>は変換結果の信頼度を表し， iConf が  1 や 2
の場合はエラーである．<candidate>には，変換候補が

格納される．「中央区」や「富士見」などの地名は二本

中に数多く存在するため，住所文字列の長さが短い場

合には，複数の変換候補が返される．<address>は正規

化された住所情報，<longitude>は経度，<latitude>は緯

度，<iLvl>は変換された住所の階層レベルを表してい

る．  
なお，「柏の葉 5-1-5」という文字列を与えた場合に

も，同様の緯度経度が返される．都道府県名や市区町

村名が省略された場合でも，変換候補が一意に決めら

れる場合には精度の高い変換が可能である．  
 

3.3.2. POI（Point of Interest）情報の保持  
本システムでは，一般的なドキュメントに対して，

タグを用いて位置情報を埋め込み，ドキュメントの管

理に活用する．具体的には，シンプルジオコーディン

グ実験より返信されたアドレスマッチングの結果（緯

度経度および関連情報）に基づいて，次のようなタグ

（<SPA>タグ）が埋め込まれ，空間タグ付けテキスト

が作成される．  
 
「柏キャンパス〒277-8568<SPA id="1" address="千

葉 県  柏 市  柏 の 葉  五 丁 目  １ 番 " level="7" 
lat="35.901711" lon="139.935455" label = "千葉県柏市 " 
content="ス〒277-8568 千葉県柏市柏の葉 5-" message 

 



 

="" url="" alias="" lastmodified = "20070106171427" 
dictionaryid = "-1" converted = "千葉県柏市柏の葉

5-1-">千葉県柏市</SPA>柏の葉 5-1-5 東京大学空間情

報科学研究センタ -」  
 
<SPA>タグの属性のうち，address は正規化された住

所， level はマッチングレベル， lat は緯度， lon は経

度， converted は変換された住所表現を表し，いずれ

も，シンプルジオコーディングによるマッチング結果

に基づいて設定される． content は，変換に成功した

住所に文章中の前後の文字列を追加したものが格納さ

れ，POI ごとの検索を行う際に利用される．   
SDMS は，空間タグ付けテキスト中の  <SPA> タグ

の属性を一つの POI 情報として管理し，表示や検索の

対象とする．  
 

3.3.3. 住所地名テーブルの作成  
本システムでは，非定型のドキュメントから住所を

抽出するために，一定の長さの地名語（住所の部分文

字列）を蓄積したテーブルファイル（「住所地名テーブ

ル」）を用意する．例えば，「柏市柏の葉」，「目黒区駒

場」といった文字列をファイルに格納し，ドキュメン

ト中から取り出した文字列と比較することで，取り出

した文字列が住所候補かどうか絞り込むことができる． 
アドレスマッチングサービスによって文字列を変

換した結果十分な精度が得られなければ，その文字列

は住所ではないと考えられるので，ドキュメントの先

頭から，一文字ずつシフトしながら，ある一定の長さ

の文字列を順番にアドレスマッチングサービスに送信

する方法でも，ドキュメント中の住所を特定し緯度経

度を算出していくことはできる．しかし，この方法で

は，大量の住所でない文字列をサーバに送信すること

になり，無駄が多く，処理時間も長くなると考えられ

る．  
本システムでは，国土交通省の「街区レベル位置参

照情報」 [10]に基づいて， “hook.txt”と呼ばれるファイ

ルを作成し，最長 5 文字の約 20 万語の地名語を登録し，

住所候補の絞込みに利用する．この住所候補テーブル

を利用することで，アドレスマッチングサーバに送信

する文字列の数を大幅に制限することができる．この

際，単純に街区レベル位置参照情報（住所と緯度経度

の対応表）の各レコードに含まれる住所文字列の連続

する 5 文字を取り出すわけではなく，次に述べる方針

にしたがって，地名語を作成し，テーブルに登録する．  
日本における住所表記は，都道府県，市区町村，町

丁字，丁目というように，住所階層レベルの異なる複

数の文字列から構成されているが，hook.txt には，「千

葉県柏市」，「柏市柏の葉」など，２階層を結合した文

字列を住所候補として登録する．その結合された文字

列が 5 文字より長い場合には 5 文字までの部分文字列

を登録する．逆に，市区町村や町丁字の名前が短い場

合も存在するため，「柏の葉 5」や「柏 1」といった 5
文字より短い長さの文字列も登録されている．5 文字

より長い住所文字列を登録することで，さらに絞り込

むことも可能ではあるが，現実的ではない．また，「丁

目」の省略に対応するために，「駒場 4 丁目」は「駒場

4」という形式で登録する．  
住所地名テーブルを用いたマッチングの目的は，住

所らしい文字列を漏れなく抽出することであり，この

段階で住所であることを確定する必要はない．本研究

のアプローチでは，アドレスマッチングサーバ側での

緯度経度変換の結果から住所であるかどうか判断する

ため，同様の処理をクライアントである SDMS 側で実

施するのは冗長であり，効率的でない．  
 

3.3.4. ジオパース処理のアルゴリズム  
ここで，プレインテキスト中の i 番目から j 番目まで

の文字列を  S(i,j)と表記する．3.3 の手順③では，プレ

インテキストを先頭から走査しながら，次の手順を繰

り返す．なお， i の初期値は，1 であり，S(1,5)はプレ

インテキストの先頭５文字を表す．図 4 に，このジオ

パース処理のアルゴリズムの概略を示す．  
 

図 4：ジオパース処理のアルゴリズムの概略  
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(1). プレインテキストから，5 文字の文字列S(i,i+4)を
取り出して， hook.txt 中の文字列と比較する．

hook.txt には，5 文字以内の異なる長さ  L m  (m<=5)
の文字列が登録されているため，各L m  に対して，

文字列 S(i,i+m-1)との比較を行う． S(i,i+m-1)は，

S(i,i+4)の最初の文字からm番目の文字までを含む． 

 



 

(2). hook.txt 中に，S(i,i+m-1) とマッチするものがあれ

ば，住所候補として，S(i,i+4)を先頭に含む長さ n
の文字列  S(i,i+n-1)をサーバに送信する．現在の実

装では，n=30 としている．  
(i). サーバからマッチング結果が返され，信頼性

が高い，すなわち， iConf が 3 以上の場合に

は，住所変換が成功したものとして，<SPA>
タグに属性情報を設定し，変換に成功した文

字数分 k（3.3.1 の<converted>の文字数に相当）

だけシフトして（ i=i+k）， (1)の処理へ進む．  
(ii). iConf が  0 もしくは 1 の場合には，1 文字シ

フトして（ i=i+1）して， (1)の処理へ進む．  
(3). hook.txt にマッチするものがない場合には，1 文字

シフトして（ i=i+1）， (1)の処理へ進む．  
 

3.4. 空間ドキュメン管理トシステムの特徴  
その他の機能も含めて整理すると，SDMS は，次の

特徴を持つ．  
(a) 単純な操作による空間ドキュメントの入力  

ファイルやフォルダのアイコンのドラッグ＆ド

ロップだけでなく，URL 指定による Web ページ

の入力もサポートしている．  
(b) ロバストなアドレスマッチングの提供  

シンプルジオコーディングサービスを利用する

ことにより，表記の揺れや省略に強いアドレスマ

ッチングを提供する．街区レベルではあるが，日

本全国をカバーしている．  
(c) 空間ドキュメントのレイヤー管理  

空間ドキュメントに含まれる POI の集合は一つの

レイヤーとして管理される．複数のドキュメント

が入力されている場合には，各ドキュメントに含

まれる POI が別々のレイヤーとして管理され，地

図上に表示される．  
(d) 日本全国の背景地図の提供  

背景地図は，ネットワークを介してリモートの地

図サーバから取得する．国土地理院発行の数値地

図 25000 をベースとした複数の縮尺の地図画像を

利用できる．  
(e) エキスポート機能のサポート  

GIS や統計ソフトなどの他の解析ツールとの連携

を考慮して，地図上の POI を別形式としてエキス

ポートすることが可能である．出力形式としては，

Shape ファイル，G-XML，CSV 形式をサポートし

ている．  
(f) テキスト検索や空間検索のサポート  

ドキュメント単位，POI 単位でのキーワード検索

をサポートしている．   
 

4. 実装及び考察  
4.1. 実装  

SDMS は，Java 言語を用いて実装しており，Windows 
OS 上で動作する．アドレスマッチングおよび背景地図

管理の機能は，リモートサーバに配置しているため，

ネットワークを利用できる環境が必要となるが，それ

らの機能を外部に持つため，本体プログラムのサイズ

は比較的小さく，可搬性は高い．また，前述した通り，

街区レベル位置参照情報を利用しているため，アドレ

スマッチング機能を無料で利用できる．アドレスマッ

チングの精度が重要になる場合もあるが，街区レベル

のマッチングでも十分な状況が多いと考えられる．例

えば，SDMS を利用して，概略的に，空間的な分布と

傾向を把握し，その後で，時間をかけて，高精度のア

ドレスマッチングと高機能の GIS を使って，より詳細

な分析を行うといった役割の分担も考え得る．多くの

ユーザに SDMS を利用してもらうためにも，無料での

配布・利用という点は重要である．  
 

4.2. 動作例  
ユーザは，コンピュータ内のファイルやフォルダの

アイコンを SDMS にドラッグ＆ドロップするだけで，

そこに含まれる住所情報を，空間的な分布として見る

ことができる．以下，具体例について説明する．  
図 5 は，ファイルのドラッグ＆ドロップの結果であ

る．入力されたドキュメントは，あらかじめパソコン

中に保存された東京都消防庁の消防署一覧のページ

（ http://www.metro.tokyo.jp/ANNAI/TOCHO/SOSHIKI/s
houbo_c.htm）であり，ドキュメント中に含まれている

各消防署の住所が POI に変換され，地図上に点分布と

して表示されていることがわかる．  

 
図 5：ファイルアイコン（消防署一覧の HTML ファ

イル）をドラッグ＆ドロップした時の実行結果  
 

 



 

図 6 は，複数のファイルを含むフォルダのドラッグ

＆ドロップの結果である．このフォルダには，光化学

スモッグの発生に関する情報（東京都福祉保健局，光

化学スモッグによる被害と思われる発生状況について， 
http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/kanho/smog/higa
iindex.html）が日付ごとに保存されており，各ドキュ

メントには発生場所に関する住所情報が含まれている． 

 
図 6：複数のファイルを含むフォルダのアイコンを

ドラッグ＆ドロップとした時の実行結果  
 
図 6 の左側のレイヤー管理部において，各ドキュメ

ントが別々のレイヤーとして管理され，それぞれのド

キュメント中の POI が色の違うアイコンとして地図植

に表示されていることがわかる．地図上の各アイコン

は元ドキュメントと関連付けられており，マウス操作

で，その POI を含むドキュメントを簡単に開くことが

できる．  
 

4.3. 考察  
3.3.1 で述べた通り，ドキュメント中に含まれる住所

文字列の長さが短い場合には，複数の住所候補がサー

バから返信される．SDMS では，複数の住所候補から

一つの住所に絞り込むために，次のいずれかの基準を

用いる．一つ目の基準では，変換されている緯度経度

と地図の中心座標とを比較して，地図の中心点に近い

ものを選択する．もう一つの基準では，「東京都」や「柏

市」といったキーワードを指定し，そのキーワードを

含む住所を選択する．例えば，「駒場 4 丁目」という住

所文字列に対して，「茨城県取手市駒場 4 丁目」と「東

京都目黒区駒場 4 丁目」が候補として返されるが，あ

らかじめキーワードとして「東京都」を指定しておく

ことで，後者のみを選択し表示することが可能である．

地域単位での分析や自治体など地域単位での利用を考

えた場合には，都道府県名や市区町村名が省略される

場合が多いため，複数の住所候補が返される可能性が

高くなるが，このような場合，キーワード指定による

フィルタリングが有効であると考える．  
本研究では，住所候補を抽出するために，hook.txt を

用いるアプローチを取っているが，ごくまれに，住所

でない文字列が住所として認識される場合がある．例

えば，「昭和 45 年」「平成 6 年」といった文字列を含む

場合，「昭和 4」や「平成 6」といった地名が，hook.txt 
に登録されているので，住所として認識され，地図上

に表示されてしまう．ただし，これらの地名を hook.txt 
から削除してしまうと，本来住所であるものも住所と

して抽出されなくなってしまうので，省略された住所

表現に対応するためには，hook.txt にこうした文字列

を登録しておくことは必要である．この場合でも，前

述したキーワード指定をすることで，ある程度の絞り

込みは可能である．  
現在，SDMS は，国立保健医療科学院の健康危機管

理支援情報システム（H-CRISIS） [13]でダウンロード

可能となっている．H-CRISIS は，保健所などの地方の

公衆衛生機関が危機管理情報を閲覧し，情報を共有す

るためのポータルサイトである．公衆衛生や健康危機

管理といった場面では，場所情報が重要であるにも関

わらず，多くのドキュメントが死蔵されてしまってい

る現状があり，本システムの潜在的なニーズは非常に

高い．健康危機に関する空間ドキュメントを SDMS に

よって地図化することができれば，過去の情報を活性

化できるだけでなく，災害時のリアルタイムでの意思

決定支援にも役立つと考えられる．専門性を必要とす

る高価な GIS ソフトウェアではなく，日頃から利用し

ているドキュメント管理ツールの方が非常時や緊急時

にも効果的に活用されると考えられる．  
 

4.4. 今後の課題  
今後，ツールの配布に向けて準備を進めていく予定

であるが，一般ユーザからのフィードバックを考慮し

て，インタフェースを改善し，より使いやすいツール

として開発を進めたいと考えている．また，現状では，

地図上に表示されるのは点だけであるが，線や面など

の幾何オブジェクトへの変換や地図上での重ね合わせ

表示ができると空間的な関係性を把握するのに有用で

あると考えられる．  
SDMS は，ドキュメント中から住所情報を抽出して

緯度経度に変換することができるが，現時点では，郵

便番号，電話番号，地名などの他の間接位置参照情報

はサポートしていない．特に，地名に関しては，応用

分野に特有の地名用語辞書を作成し，その辞書を選

択・共有することで，SDMS を専門的な用途で活用で

きると考えられる．変換した POI の緯度経度情報は，

地図上のドラッグ操作により容易に修正することがで

 



 

きるため，SDMS を利用して，修正された POI の位置

情報を登録しながら，ユーザ辞書を整備していくこと

も考えられる．  
SDMS は住所情報の抽出と表示は可能であるが，そ

の住所が対応している実世界オブジェクトの情報をド

キュメント中から探し出すことは現時点ではできない． 
例えば，消防署一覧の例で考えても，消防署の点分布

は表示されるが，各点がどの消防署に対応しているか

は自明ではない．全自動で対応するのは難しいとして

も，ユーザの負荷を軽減するような対策は考案したい

と考えている．  
火災や交通事故などの災害事故情報，光化学スモッ

グ発生情報などのセンサ情報，インフルエンザ発生情

報などの健康危機管理情報などを公開しているサイト

では，掲載されている情報が定期的に変化するため，

そこに含まれている住所情報も変化する．空間的な分

布が，時間的にどのように変化していくかを把握する

ためには，指定された URL に定期的にアクセスして，

Web ページ中のドキュメントから住所を抽出して，生

成した POI をスナップショットとして保存し，アニメ

ーションとして再生できると望ましい．現在，その時

系列管理機能を実装中である．  
 

5. まとめ  
本稿では，住所情報を含むデジタルドキュメント

（「空間ドキュメント」）を，直感的なインタフェース

で扱うことのできるシステムとして，空間ドキュメン

ト管理システム（SDMS: Spatial Document Management 
System）を提案し，実装したシステムについて説明を

行った．SDMS は，ドラッグ＆ドロップという簡単な

操作で，ドキュメント中の場所情報を点として地図上

に表示することができる．空間情報を扱うことのでき

るシステムとして，地理情報システムがあるが，定型

書式を入力とするため，空間ドキュメントを直接扱う

ことは難しい．SDMS では，非定型の一般的なデジタ

ルドキュメントから，場所情報を抽出し，アドレスマ

ッチング技術を利用して POI(Point of Interest)を生成

し，地図上に表示することができる．SDMS は，Java 言
語を用いて実装されており，HTML，Excel，TEXT な

ど多くのデジタルドキュメントを扱うことができる．

SDMS は，日常的に利用できる人間中心型のツールと

して開発を進めている．SDMS によって，多くの一般

的なユーザが，簡単に，デジタルドキュメントを，空

間的に整理し，地図化する環境が整備されていくと考

えている．  
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